
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
の
書
き
込
み
に
つ
い
て

―
―
主
に
立
教
大
学
所
蔵
本
を
中
心
に

肖

江

楽

１

は
じ
め
に

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（A

PocketD
ictionary

ofthe
English

and
Japanese

Language

）
は
、
堀
達
之
助
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
一
八
六

二
年
に
幕
府
洋
書
調
所
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
英
語
の
学
習
が
急
速
に
普
及
し

つ
つ
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
こ
の
辞
書
は
発
行
し
た
直
後
に
売
り
切
れ
の
状

態
に
な
っ
た
。
一
八
六
六
年
に
、
堀
越
亀
之
助
が
再
版
改
訂
の
主
編
を
任
命

さ
れ
、
柳
河
春
三
・
田
中
芳
男
ら
が
協
力
し
得
て
、
若
干
の
訂
正
を
加
え
て
、

『
改
正
増
補
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
と
し
て
開
成
所
で
発
行
さ
れ
た
。
そ
れ

以
降
、
一
八
六
七
年
と
一
八
六
九
年
に
も
出
版
さ
れ
た
。

英
学
が
勃
発
し
た
地
域
薩
摩
の
学
生
―
―
前
田
正
毅
・
高
橋
良
昭
ら
に
よ

り
、
同
じ
年
一
八
六
九
年
に
堀
越
亀
之
助
の
力
を
得
て
、
見
出
し
語
と
語
義

中
の
漢
字
に
カ
タ
カ
ナ
を
振
っ
て
、『
和
訳
英
辞
書
』（「
薩
摩
辞
書
」
初
版
）

を
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
、
一
八
七
一
年
に
、
五
代
友
厚
の
改
訂
増
補
指
示
を

受
け
た
堀
孝
之
が
、
ア
メ
リ
カ
の
語
学
者
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
英
語
辞
書

『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
辞
典
』
を
典
拠
と
し
て
、
新
た
に
八
〇
〇
〇
余
り
の
語

を
追
加
し
て
『
大
正
増
補
和
訳
英
林
』（「
薩
摩
辞
書
」
再
版
）
を
編
集
し

た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
辞
書
の
誕
生
及
び
シ
リ
ー
ズ
の
改
訂
増
補
が

日
本
の
英
学
辞
書
史
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。

現
存
す
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
は
遠
藤
智
夫
・
堀
孝
彦
の
共
同

調
査
に
よ
り
、
僅
か
二
〇
本
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
立
教
大
学
図

書
館
は
大
久
保
利
謙
旧
蔵
の
文
庫
に
一
冊
所
蔵
し
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
に

こ
の
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
を
デ
ジ
タ
ル
化
に
し
て
い
る
。
今
回
は
、
主

に
立
教
大
学
の
所
蔵
本
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
辞
書
の
周
辺
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
に
す
る
。

２
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
系
譜
に
つ
い
て

書
名
、
発
行
部
数
、
発
行
者
・
編
集
者
、
発
行
社
に
基
づ
い
て
、『
英
和

対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
系
譜
を
作
成
す
る
と
、
お
よ
そ
表
１
の
よ
う
で
あ
る
。
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３

立
教
大
学
所
蔵
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
に
つ
い
て

１
�
表
見
返
し
に
、「ISSEID

O

／
東
京
神
田
」
の
シ
ー
ル
（
図
１
）

２
�
見
返
し
の
遊
び
の
「
謙
」（
丸
印
）

３
�
表
紙：

横
×
縦＝

１９１
×
１５４
㎜

本
文：

横
×
縦＝

１８７
×
１４９
㎜

厚
さ：

束＝

４３
㎜

本
文＝

４０
㎜

４
�
状
態：

書
き
込
み
あ
り
（
図
２
）

落
丁＝

扉
・
序
・「
署
語
之
解
」
ペ
ー
ジ
本
文
二
ペ
ー
ジ

５
�
ノ
ン
ブ
ル
誤
植：

ｐ
２６
／
ｐ
２７５

ｐ
８３９
／
８３６

６
�
最
終
頁
裏
の
小
印：

無

以
下
、
こ
れ
を
立
教
大
学
所
蔵
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

表１

発行社

洋書調所

開 成 所

美華書房

美華書房

発行者編集者

堀達之助

堀達之助編
堀越亀之助改訂

堀越亀之助
薩摩学生

堀孝之
薩摩学生

部数

２００

１０００
不明
不明

１５００

５０００

書 名

英和対訳袖珍辞書１８６２年

（第１刷）１８６６年
改正増補版
（第２刷）１８６７年
（第３刷）１８６９年

改正増補 和訳英辞書
「薩摩辞書」初版
１８６９年

大正増補 和訳英辞林
「薩摩辞書」再版
１８７１年

版

初版

再

版

第
三
版

第
四
版

図
１

図
２
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４

立
教
大
学
図
書
館
所
蔵
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

遠
藤
智
夫
・
堀
孝
彦
が
現
存
の
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
一
五
本
に

つ
い
て
―
―
調
査
に
も
と
づ
く
文
化
史
的
考
察
（
一
九
九
八
年
の
論
文
に
よ

る
）
―
―
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

本
書
の
存
在
は
、
最
初
、
大
久
保
利
謙
氏
の
書
簡
（
堀
孝
彦

あ
て
一

九
九
三
年
付
）
に
よ
り
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。「
小
生
、『
対
訳
辞
書
』

文
久
二
年
初
版
を
持
っ
て
い
る
と
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、（
中
略
）
こ

れ
は
戦
後
間
も
な
い
頃
、
神
田
一
誠
堂
で
購
っ
た
も
の
で
（
中
略
）
タ

イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
と
序
文
欠
を
旧
所
蔵
者
が
写
真
で
補
い
、
ナ
メ
シ
皮
で

改
装
し
た
も
の
で
す
。
（
中
略
）」。
そ
の
時
既
に
同
書
は
、
立
教
大
学

図
書
館
（
新
座
保
存
書
庫
）
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
。
天
理
図
書
館
へ
現

地
調
査
に
出
か
け
た
時
、
そ
の
所
蔵
本
の
「
畧
語
之
解
」
ペ
ー
ジ
に
、

先
に
見
て
い
た
こ
の
立
教
大
本
と
同
一
の
書
き
込
み
の
あ
る
の
を
み
つ

け
た
。
さ
ら
に
、
東
大
所
蔵
本
の
「
畧
語
之
解
」
と
同
様
、
そ
の
原
本

は
天
理
本
で
あ
る
。

現
在
、
現
存
二
〇
本
し
か
な
い
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
に
は
、
同

じ
「ISSEID

O
/

東
京
神
田
」
と
い
う
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
も
の
は
、
ほ

か
に
は
四
本
が
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。（
惣
郷
正
明
氏
本
、
東
大

国
語
本
、
東
京
女
子
大
本
、
京
都
外
大
本
）。
ま
た
、
遠
藤
・
堀
の
共
同
調

査
に
よ
り
、
現
存
す
る
初
版
本
の
装
丁
・
サ
イ
ズ
は
す
べ
て
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
果
た
し
て
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初
版
の
原
装
は
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
か
と
い
う
疑
問
も
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
本
に
は
再
装
が
多

く
、「
原
装
」
と
す
る
記
述
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
定
す
る
の
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。
以
下
四
つ
の
推
測
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
今
後
の
課
題
と

な
る
問
題
で
あ
る
（
遠
藤
・
堀

一
九
九
九
年
の
本
に
よ
る
記
述
）。

①

現
存
本
の
ど
れ
か
が
原
装
で
あ
る
。

②

原
装
は
一
種
で
な
く
、
数
種
類
の
装
丁
が
あ
っ
た
。

③

原
装
は
薄
表
紙
で
取
れ
や
す
く
、
す
べ
て
再
装
さ
れ
た
。

④

初
め
か
ら
表
紙
は
な
く
、
購
入
者
が
好
み
に
応
じ
て
製
本
屋
に
注

文
し
て
作
ら
せ
た
。

５

立
教
大
学
所
蔵
本
の
書
き
込
み
に
つ
い
て

立
教
大
学
所
蔵
本
の
書
き
込
み
に
は
、
天
理
原
本
か
ら
複
写
し
た
「
畧
語

之
解
」
の
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
と
、
辞
書
中
身
の
内
容
の
書
き
込
み
と
か
ら

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
考
察
は
、
主
に
「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
を
中
心

と
す
る
こ
と
に
し
て
、
中
身
内
容
の
書
き
込
み
の
紹
介
に
つ
い
て
は
随
時
書

き
添
え
な
が
ら
、
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

５
・
１

「
畧
語
之
解
」
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
に
つ
い
て

先
行
研
究
を
踏
ま
え
、遠
藤
智
夫
・
堀
孝
彦
は
、天
理
大
学
所
蔵
本
の
「
畧

語
之
解
」
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に
指
摘
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、「A

bandoner

見
捨
ル
人/M

isouterou
ning

」
と
書
き
込

み
が
あ
る
。
日
本
人
な
らM

isuteru
hito

と
読
む
筈
。「
人
」
をnin
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（
ニ
ン
）
と
読
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
訳
語
の
日
本
語
に
、
更
に

わ
ざ
わ
ざ
ロ
ー
マ
字
の
読
み
を
つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
蔵
者
は
外

国
人
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、「
畧
語
之
解
」
ペ
ー
ジ
中
段
末
尾
の
書

き
込
み
を
「
悪
、
…
…

m
auvais

」
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
入
れ
て
い
る

こ
と
、「u
」
音
を‘ou’

と
表
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
蔵
者
は
フ

ラ
ン
ス
人
の
可
能
性
が
高
い
と
の
指
摘
を
荒
川
清
秀
（
愛
知
大
学
）
か

ら
受
け
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
編
の
『
仏

英
和
辞
典
』（Paris,
一
八
六
六
年
）
は
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
初

版
を
参
照
し
た
こ
と
が
そ
の
序
文
で
明
ら
か
な
こ
と
だ
。
カ
シ
ョ
ン
が

初
版
を
江
戸
で
購
入
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
の
は
確
か
だ
か
ら
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
の
人
物
は
カ
シ
ョ
ン

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
市
立
函
館
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
カ
シ
ョ
ン
の
自
筆
書
簡
の
筆
跡
鑑
定
で
は
書
き
込
み
の
持
ち
主
は

カ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
と
判
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
も
う
一
人
の

フ
ラ
ン
ス
人
日
本
語
学
者
パ
ジ
ェ
ス
の
名
前
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
書

き
込
み
の
主
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
パ
ジ
ェ
ス
の
日
本
語

活
動
及
び
史
料
へ
の
探
索
は
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
よ
っ
た
も

の
に
違
い
な
い
が
、
一
体
誰
が
書
き
込
ん
だ
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
今
回
、
筆
者
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
先
行
研
究

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
特
に
幕
末
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
の
日
本
語

研
究
資
料
、な
ら
び
に
パ
リ
外
国
宣
教
師
資
料
室
所
蔵
の
史
料
に
基
づ
い
て
、

こ
の
書
き
込
み
の
主
に
つ
い
て
試
論
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

６

メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
の
『
仏
英
和
辞
典
』
に
関
わ
る
人
物
に
つ
い
て

６
・
１

カ
シ
ョ
ン
の
『
仏
英
和
辞
典
』
の
紹
介

以
下
は
『
仏
英
和
辞
典
』
の
序
文
を
引
用
し
、
後
ろ
に
ル
・
ル
ー

ブ
レ

ン
ダ
ン
（Le

Roux
Brendan

）
に
よ
る
日
本
語
訳
（
二
〇
一
四
）
を
記

す
。以
下
、本
論
文
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
と
の
日
本
訳
の
出
自
は
、Le

Roux
Brendan

が
書
い
た
論
文
「
仏
人
宣
教
師
メ
ル
メ
・
カ
シ
ョ
ン
の
『
仏
英

和
辞
典
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
四
年
）
か
ら
引
用
す
る
。

《D
ictionnaire

Français-A
nglais-Japonai

（Le
japonais

en
caractères

chinois-japonais
avec

sa
transcription

en
caractèreseuropéens

）

Com
posé

parM
.l’A
bbé
M
erm
etde

Cachon
Et
publié

par
les
soins

de
M
.A
.LeGras,Capitaine

de
Frégate,

O
fficier

de
la
Légion

d’H
onneur

pour
lapartie

anglaise
Etde

M
.Léon

Pagèspourla
partie

japonaise
Souslesauspicesde

LeursExcellences
M
onsieur

D
rouyn

de
Lhuys-Sénateur,M

inistre
des
A
ffaires

Étrangères-
Et
M
onsieur

le
M
arquis

de
Chasseloup-Laubat-Sénateur,

M
inistre

de
la
M
arine

etdesColonies-
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Prem
ière

livraison

（La
seconde

et
dernière

livraison
doit

paraître
dansle

courantde
l’année

1867

）》

日
本
語
訳：

「
仏
英
和
辞
典
（
日
本
語
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
字
〔
ロ
ー
マ
字
〕
の
書
き
替

え
と
、
中
国－
日
本
文
字
〔
漢
字
〕
で
）

メ
ル
メ
・
ド
・
カ
シ
ョ
ン
神
父
に
よ
り
作
成

英
語
の
部
分
は

Ａ
・
ル
・
グ
ラ
氏
（
海
軍
中
佐
、
レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー

ル
勲
章
オ
フ
ィ
シ
エ
章
（
四

等
））
に
よ
り
、

日
本
語
の
部
分
は
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
氏
に
よ
り
出
版
〔
編
纂
〕

ド
ル
ア
ン
・
ド
・
ル
イ
ス
氏
（
上
院
議
員
、
外
務
大
臣
）
と

シ
ャ
ス
ル
ー
・
ロ
ー
バ
侯
爵
（
上
院
議
員
、
海
軍
と
植
民
地
大
臣
）

両
閣
下
の
御
庇
護
の
許
、
第
一
回
配
本
（
第
二
、
つ
ま
り
最
後
の
配
本

は

一
八
六
年
中
に
出
版
さ
れ
る
予
定
）」

６
・
２

カ
シ
ョ
ン
辞
書
編
纂
の
協
力
者
の
推
定
―
宣
教
師
ム
ニ
ク

ム
ニ
ク
は
一
八
二
五
年
に
南
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
レ
ネ
山
脈
に
生
ま
れ
た
。
一

八
四
五
年
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
神
学
校
に
入
学
し
、
一
八
四
八
年
三
月
に

司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
同
年
五
月
に
、「
鎖
国
」
が
始
ま
っ
て
以
来
日
本
に

滞
在
し
た
最
初
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
宣
教
師
で
、
後
に
第
一
次
日
本
使
徒
座
代

理
区
長
と
な
っ
た
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
と
と
も
に
、
香
港
に
向
っ
て
ロ
ン
ド
ン
か

ら
出
発
し
た
。
一
八
五
六
年
四
月
に
も
う
一
人
の
宣
教
師
ル
イ
・
フ
ュ
レ
と

共
に
フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
号
」
に
乗
り
、
五
月
二
〇

日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
宣
教
師
と
し
て
初
め
て
箱
館
に
滞

在
し
た
。
そ
の
後
、
一
八
五
六
年
一
〇
月
二
六
日
以
降
フ
ュ
レ
と
共
に
琉
球

王
国
の
那
覇
に
滞
在
し
た
が
、こ
の
二
人
の
新
し
い
宣
教
師
が
到
着
し
た
時
、

那
覇
に
は
一
八
五
五
年
二
月
二
六
日
か
ら
既
に
二
人
の
宣
教
師
の
ジ
ラ
ー
ル

と
メ
ル
メ
が
滞
在
し
て
い
た
。

こ
こ
で
宣
教
師
ム
ニ
ク
を
紹
介
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
パ
リ
外
国

宣
教
師
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
カ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
琉
球
に
赴
き
、

長
く
滞
在
し
た
フ
ュ
レ
の
書
簡
（
一
八
五
九
年
六
月
三
〇
日
）
に
、
次
の
よ

う
な
内
容
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

N
ouscraignionsdonc

que
ce
fûtun

ouvrage
prém

aturé
etqui

ne
fîtcriercontre

les
m
issionnaires

les
gens

du
m
onde

savant
qui
savent

qu’on
ne
peutpas

hum
ainem

ent
apprendre

une
langue

en
deux

ans

﹇
…
﹈de

m
anière

à
faireun

dictionnaire
soigné.

﹇
…
﹈je

pensais
qu’ilserait

utile
que

le
cher

M
r
M
ounicou

concourût
à
laconfection

de
ce
dictionnaire

à
cause

de
sa

capacité
infinim

entsupérieureà
celle

de
M
r
M
erm
et
dans

la
connaissance

de
la
langue

chinoise

…
﹇
…
﹈J’ajoutais

aussi
cette

idée
:ce
dictionnaire

faitainside
concertseraitsoigné,

et
dut-on

﹇sic

﹈attendre
2
ou
trois

ans,on
n’y
perdrait

pas.
Car

alors
onpourrait

obtenir
l’autorisation

de
le
faire

im
prim

er
à
l’Im
prim

erie
im
périale,

et
alors

il
y
aurait

avantage
pourlesM

issionnairesetla
Religion.

﹇
…
﹈

日
本
語
訳：

こ
の
著
作
は
早
す
ぎ
、
し
か
も
辞
書
を
丁
寧
に
作
成
す
る
の
に
二
年

で
言
語
を
学
ぶ
の
は
人
間
的
に
無
理
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
学
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界
の
者
達
が
宣
教
師
達
を
批
判
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
我
々
は
恐
れ
て
い
ま
し
た
。

〔
中
略
〕
こ
の
辞
書
の
作
成
に
ム
ニ
ク
氏
が
協
力
し
た
方
が
良
い
と
い

う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
中
国
語
に
関
す
る

知
識
は
メ
ル
メ
氏
の
よ
り
は
る
か
に
優
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。

〔
略
〕
こ
の
よ
う
な
提
案
も
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
に
〔
ム

ニ
ク
氏
が
〕
協
力
し
て
作
成
さ
れ
た
そ
の
辞
書
は
丁
寧
に
で
き
た
も
の

に
な
り
二
〜
三
年
待
っ
た
と
し
て
も
、
損
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
そ
の
場
合
は
帝
国
印
刷
所
で
出
版
さ
れ

る
こ
と
を
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
宣
教
師
に
と
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
教

に
と
っ
て
も
有
利
に
な
る
か
ら
で
す
…
〔
後
略
〕

こ
れ
に
よ
る
と
、
フ
ュ
レ
は
中
国
語
が
で
き
る
ム
ニ
ク
に
協
力
を
求
め
、

二
人
で
辞
書
編
纂
に
取
り
組
ん
だ
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
フ
ュ
レ
書
簡
に
提
起
さ
れ

た
「
著
作
」
が
「
仏
和
辞
典
」
で
あ
る
か
、
ま
た
は
「
和
仏
辞
典
」
で
あ
る

か
は
不
明
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
カ
シ
ョ
ン
は
仏
和
辞
典
の
編
書
も
、

和
仏
辞
書
の
編
纂
と
平
行
し
て
続
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
ル
・
ル
ー

ブ

レ
ン
ダ
ン
の
研
究
に
よ
る
）。
と
に
か
く
、
カ
シ
ョ
ン
の
辞
書
は
常
に
完
成

し
つ
つ
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
カ
シ
ョ
ン
自
身
か
ら
ル
セ
イ
ユ
神
父
へ
の
報
告

書
簡
（
一
八
六
〇
年
三
月
六
日
）
に
「《D

epuis
le
m
atin

jusqu’au
soir

je
suis

avec
m
eslivres.M

on
dictionnaire

anglais-francais

﹇sic

﹈-
japonnais

﹇sic

﹈esta

﹇sic

﹈peu
près

achevé

（2volum
es

）」
と
あ

り
、「
朝
か
ら
晩
ま
で
本
と
と
も
に
過
ご
し
て
い
る
」「
二
巻
か
ら
な
る
英
仏

和
辞
典
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
は
た
し
て
ム
ニ
ク
が

カ
シ
ョ
ン
の
辞
書
編
纂
に
参
加
し
た
か
、
さ
ら
に
「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込

み
者
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
カ
シ
ョ
ン
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
関

わ
る
情
報
が
一
切
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
と
関
わ
る
キ

ー
マ
ン
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

６
・
３

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
学
の
創
始
者
ロ
ニ
ー

レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
は
一
八
三
七
年
四
月
五
日
に
、
有
名
な
学
者
家
庭

で
生
ま
れ
、
も
と
も
と
植
物
学
者
を
志
し
た
が
、
中
国
語
の
研
究
に
没
頭
し
、

途
中
で
自
ら
の
力
で
日
本
語
の
研
究
を
開
始
し
た
。
一
八
五
四
年
に
、
日
本

に
関
す
る
最
初
の
著
作
で
あ
る
「
日
本
語
研
究
に
必
要
な
主
要
な
知
識
の
概

要
」
を
発
表
し
た
。
一
八
六
二
年
に
文
久
遣
欧
使
節
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問
し

た
際
に
、
も
と
も
と
遣
欧
使
節
通
訳
担
当
は
パ
ジ
ェ
ス
で
あ
っ
た
が
、
通
訳

の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
ロ
ニ
ー
に
代
わ
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
か
、
一
八
六
三
年
、
パ
リ
の
国
立
東

洋
語
学
校
日
本
語
講
座
開
講
の
教
授
に
、
三
一
歳
の
ロ
ニ
ー
が
二
〇
歳
も
年

上
の
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
を
退
け
、
そ
の
初
代
教
授
と
な
っ
た
。

ロ
ニ
ー
は
文
久
遣
欧
使
節
の
通
訳
を
務
め
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
が
よ

り
一
層
上
達
で
き
る
よ
う
に
一
行
が
フ
ラ
ン
ス
を
出
国
し
た
後
も
同
行
し

た
。
後
に
フ
ラ
ン
ス
公
使
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
の
通
訳
と
し
て
幕
府
と
フ
ラ

ン
ス
と
の
外
交
交
渉
に
お
い
て
栗
本
鋤
雲
を
助
け
た
宣
教
師
カ
シ
ョ
ン
と
知

り
合
い
に
な
っ
た
。
一
八
六
七
年
、
外
国
奉
行
と
し
て
活
躍
し
、
フ
ラ
ン
ス

滞
在
中
に
ロ
ニ
ー
と
交
渉
を
持
っ
た
栗
本
は
、
こ
の
若
い
ロ
ニ
ー
の
人
柄
、

語
学
力
な
ど
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
。「
ロ
ニ
ー
、
歳
二
〇
余
、
一
個
の
奇

書
生
な
り
。
家
至
て
貧
な
れ
ど
も
、
産
を
不
治
、
母
に
事
て
頗
る
孝
な
り
。
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唯
性
議
論
を
好
み
、
善
く
人
を
詆
毀
す
、
故
に
人
甚
だ
是
を
尊
ば
ず
。」
と

い
う
よ
く
な
い
評
判
を
記
す
と
と
も
に
、「
然
れ
ど
も
善
く
我
が
国
の
史
書

を
読
み
、
能
く
我
国
の
事
績
を
記
す
。
日
本
史
、
日
本
記
、
日
本
外
史
の
類
、

劉
覧
残
す
な
く
、
傍
ら
雑
書
に
お
よ
べ
り
。」「
ロ
ニ
ー
は
鉛
筆
を
以
て
、
我

の
字
を
書
す
。
字
格
端
正
に
し
て
、
か
つ
頗
る
速
な
り
。
自
ら
姓
名
を
訳
し
、

羅
尼
と
書
す
。」
と
い
う
よ
う
に
高
く
評
価
も
し
て
い
る
。
ロ
ニ
ー
の
筆
跡

が
「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
幸
い
な
こ
と
に
、
福
沢
諭
吉
が
パ
リ
で
買
っ
た
手
帖
に
、
は
っ
き
り
と

図５

図３

図６

図４
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ロ
ニ
ー
の
筆
跡
を
残
し
た
も
の
が
、
国
会
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
以

下
は
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
資
料
―
―
福
澤
諭
吉
協
会
刊
行
『
西
航
手
帳
』

の
複
製
と
、
富
田
正
文
・
長
尾
政
憲
の
解
読
・
解
説
を
掲
載
し
な
が
ら
、「
畧

語
之
解
」
の
書
き
込
み
の
筆
跡
と
照
合
す
る
こ
と
に
す
る
。
写
真
の
下
に
解

読
を
添
付
し
て
お
く
。

図
３
―
―
「
解
読
」『
西
航
記
』
三
月
十
九
日
条
、「
支
那
語
を
学
び
よ
く

日
本
語
を
言
ふ
。
時
に
旅
館
に
来
た
り
談
話
時
を
移
す
」
に
対
応
。
名
刺
代

わ
り
に
手
帳
に
記
入
さ
せ
た
も
の
。
民
族
学
会
、
ア
ジ
ア
学
会
評
議
員
の
肩

書
と
学
会
の
住
所
な
ど
ロ
ニ
ー
の
字
筆
。「
羅
尼
ノ
名
當
」
の
五
字
だ
け
福

澤
の
筆
蹟
。

図
４
―
―
「
解
読
」
四
書/

大
學/

中
庸/
論
語/

孟
子/

第
一
年
吾
ハ

シ
ナ
東
語
ヲ
マ
ナ
ヒ
マ
シ
タ
。
ワ
ル
シ
、
タ
ダ
イ
ト
ケ
ナ
シ/

史
記/

老
子

/

千
字
文/

三
字
經/

康
煕
字
典/

禮
記
ス
コ
シ
ク/
詩
―
「
經
」
オ
オ
ク

モ
ツ
ト
モ
コ
ノ
ム/

書
經
オ
オ
ク/

好
逑
傳/

王
嬌
李/

伏
国
記/1852

始

め
て
學
ぶ/

古
文
評
注
「
注
」
上
は
多
分
ロ
ニ
―
の
筆
蹟
で
あ
ろ
う
。
中
の

「
始
て
學
ぶ
」
と
の
四
字
と
羅
尼
十
年
前
…
…
一
行
だ
け
福
澤
の
筆
蹟
。」

/

ロ
ニ
ー
十
年
前
よ
り
和
漢
學
を
始
め
所
読
の
如
し
。

図
５
―
―
立
教
大
学
所
蔵
本
（
天
理
大
学
所
蔵
原
本
）

図
６
―
―
国
会
図
書
館
所
蔵
宣
教
師
ム
ニ
ク
の
書
簡

今
回
の
照
合
に
殊
に
注
意
を
払
う
べ
き
こ
と
は
、
漢
字
の
字
画
で
あ
る
。

幸
い
『
西
航
手
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
學
」、「
禮
」、「
書
」、「
經
」
は
、

「
畧
語
之
解
」
の
頁
に
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
照
合
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
筆
者
は
、
両
者
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え

る
。
た
と
え
ば
、『
西
航
手
帳
』
に
あ
る
「
學
」
の
下
の
「
子
」、「
老
子
」

の
「
子
」、「
李
」
の
下
「
子
」
の
書
き
方
は
よ
く
似
て
い
る
が
、「
畧
語
之

解
」
に
あ
る
「
学
」
の
下
の
「
子
」
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
禮
」
の
左
側
の
「
示
」
偏
、「
經
」
の
左
側
の
「
糸
」
偏
な
ど
も
、「
畧
語

之
解
」
に
あ
る
漢
字
と
は
一
致
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。し
が
た
っ
て
、

ロ
ニ
ー
は
こ
の
天
理
大
学
所
蔵
原
本
の
書
き
込
み
の
主
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
前
述
し
た
遠
藤
・
堀
の
先
行
研
究
と
、
筆
者
自
ら
の
考
察
を
加
え
た

結
果
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
ム
ニ
ク
、
ロ
ニ
ー
、
カ

シ
ョ
ン
の
三
人
は
「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
で
は
、
一
体
誰
が
こ
の
書
き
込
み
を
し
た
の
か
、
果
た
し
て
当
時

日
本
語
に
堪
能
な
フ
ラ
ン
ス
人
学
者
が
ほ
か
に
い
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
る

と
、
や
は
り
辞
書
の
序
文
に
提
起
さ
れ
た
日
本
語
の
部
分
を
担
当
す
る
レ
オ

ン
・
パ
ジ
ェ
ス
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

６
・
４

レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
の
可
能
性
へ
の
言
及

以
下
、
パ
ジ
ェ
ス
・『
仏
英
和
辞
典
』・
カ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
を
分
析
し
、

書
き
込
み
者
の
確
定
を
行
い
た
い
。こ
こ
で
は
改
め
て
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、

一
八
六
六
年
の
『
仏
英
和
辞
典
』
原
文
表
紙
の
内
容
を
引
用
す
る
こ
と
に
す

る
。A

visprélim
inaire
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Le
D
ictionnaire

Français-A
nglais-Japonais,

dont
nous

publions
aujourd’hui

la
prem

ière
livraison

（la
seconde

paraîtra
dans

le
courant

de
1867

）,est
l’œ
uvre

de
M
.l’abbé

m
erm
et
de
Cachon,résidant

au
Japon

depuis
environ

douze
ans.
M
.l’abbé

M
erm
et
nous

a
prié

de
surveiller

l’im
pression

de
son
livre.En

m
êm
e
tem
ps
M
.le
com
m
andantA

.Le
Gras,du

D
épôt

des
cartes

et
plans

de
la
m
arine,

et
auteur

de
nom
breux

travaux
hydrographiques

et
en
particulier

de
directions

nautiques
pour

les
régions

m
aritim

es
de
l’extrêm

e
A
sie,
a
bien

voulu
nous

seconder
dans

notre
travail

en
révisantla

partie
anglaise.

A
ux

précédents
ouvrages

lexicographiques
de

M
M
.

M
edhurst,

Siébold

﹇sic

﹈et
H
offm
an,
Gochkevitch,

et
du

japonais
H
ori
T
atsnokay

（1

）,vient
s’ajouter

une
œ
uvre

française,et
nous

espérons
nous-m

êm
e,dans

le
cours

de
la

présente
année,avoir

faitparaître,égalem
enten

français,les
deux

dernières
livraisons

du
D
ictionnaire

japonais-français,
traduit

de
l’original

portugais,
œ
uvre

des
Pères

de
la

Com
pagnie

de
Jésus.

…
…

LÉO
N
PA
GÉS

﹇sic

﹈

（1

）

A
pocket

dictionary
of
the
English

and
Japanese

language.Y
edo,1862

日
本
語
訳:

今
日
最
初
の
配
本
（
第
二
回
配
本
は
壱
八
六
七
年
中
に
出
版
さ
れ
る
予

定
）
を
発
行
す
る
仏
英
和
辞
典
は
、
約
一
二
年
間
日
本
に
滞
在
し
て
い

る
メ
ル
メ
・
ド
・
カ
シ
ョ
ン
神
父
の
著
作
で
あ
る
。

メ
ル
メ
神
父
は
著
書
の
出
版
を
監
督
す
る
よ
う
に
私
に
頼
ん
だ
。
そ
れ

と
同
時
に
、
海
軍
海
図
地
図
保
存
館
所
属
で
、
多
数
の
水
路
測
量
、
特

に
極
東
の
海
水
域
図
に
関
す
る
航
海
の
著
書
を
著
し
た
Ａ
・
ル
・
グ
ラ

は
英
語
の
部
分
を
校
正
す
る
こ
と
で
私
を
補
佐
す
る
こ
と
に
賛
成
し
て

く
れ
た
。

メ
ッ
ド
ハ
ー
ス
ト
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
ホ
フ
マ
ン
、
ゴ
ス
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
、

日
本
人
の
ホ
リ
・
タ
ツ
ノ
ケ
の
以
前
か
ら
の
諸
辞
書
に
フ
ラ
ン
ス
の
著

作
が
加
わ
り
、
私
自
身
は
今
年
中
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
達
に
よ
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
原
文
か
ら
訳
し
た
和
仏
辞
典
の
最
後
の
二
つ
の
配
本
を

フ
ラ
ン
ス
語
で
刊
行
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
…
…

レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス

A
pocket

dictionary
of
the
English

and
Japanese

language.
Y
edo,1862

右
の
よ
う
に
、
パ
ジ
ェ
ス
が
辞
書
の
協
力
者
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
日
本
に
行
っ
た
こ
と
が
一
度
も
な
い
パ
ジ
ェ
ス
は
、
一
八
一
四
年
に
生

ま
れ
、
一
八
四
七
年
か
ら
一
八
五
〇
年
ま
で
中
国
で
外
交
官
を
務
め
た
後
、

五
〇
年
代
半
ば
か
ら
日
本
学
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
パ
ジ
ェ
ス
の
日
本
研
究

は
中
国
学
か
ら
入
り
、
日
本
で
の
最
初
の
布
教
に
尽
く
し
た
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
関
わ
る
『
聖
ザ
ベ
リ
オ
書
簡
集
』
全
二
巻
（
一
八
五
五
年
）

を
編
纂
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
視
点
に
よ
る
『
日
本
関
係
図
書
目
録
』

（
一
八
五
九
年
）
を
刊
行
し
、
さ
ら
に
在
日
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
Ｊ
・
Ｄ
・
ク
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ル
テ
ィ
ウ
ス
の
『
日
本
文
典
』
を
オ
ラ
ン
ダ
人
Ｊ
・
ホ
フ
マ
ン
増
訂
に
よ
る

文
典
類
を
参
考
に
し
て
『
日
本
文
法
試
論
』（
一
八
六
一
年
）、『
日
本
廿
六

聖
人
殉
教
記
』（
一
八
六
二
年
）、
一
六
〇
三
年
長
崎
版
の
『
日
葡
辞
書
』
の

フ
ラ
ン
ス
語
訳
『
日
仏
辞
書
』（
一
八
六
八
年
）
に
心
血
を
注
い
で
著
作
し

た
。
こ
こ
で
は
、
土
井
忠
生
に
よ
る
『
日
仏
辞
書
』
に
つ
い
て
の
解
題
を
、

以
下
に
簡
単
に
紹
介
す
る
。

こ
の
辞
書
は
最
初
に
四
分
冊
と
し
て
、
下
記
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
一
八

六
八
年
に
は
こ
れ
ら
分
冊
本
に
改
訂
を
加
え
て
改
め
て
訂
正
合
本
が
刊

版
し
た
。

第
一
分
冊

（pp.1à
200

）

一
八
六
二
年

第
二
分
冊

（pp.201à
400

）

一
八
六
五
年

第
三
分
冊

（pp.401à
600

）

一
八
六
六
年

第
四
分
冊

（pp.601à
933

）

一
八
六
八
年

右
の
年
代
か
ら
み
れ
ば
、
パ
ジ
ェ
ス
の
『
日
仏
辞
書
』
の
第
二
・
三
冊
分

の
編
纂
は
、
カ
シ
ョ
ン
と
の
『
仏
英
和
辞
典
』
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
パ
ジ
ェ
ス
は
、
彼
自
身
の
『
日
仏
辞
書
』
を
編
纂

し
な
が
ら
、
カ
シ
ョ
ン
に
頼
ま
れ
た
『
仏
英
和
辞
典
』
の
校
正
作
業
も
担
当

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ジ
ェ
ス
の
『
日
仏
辞
書
』、
カ

シ
ョ
ン
編
の
『
仏
英
和
辞
典
』、「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
漢
字
、
こ
の
三

者
の
ロ
ー
マ
字
表
記
法
の
比
較
を
行
い
、
ロ
ー
マ
字
表
記
の
付
け
方
の
異
同

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
、
筆
者
は
遠
藤
智
夫
（『
英

和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
と
カ
シ
ョ
ン
の
『
仏
英
和
辞
典
』）
に
よ
る
「
略
語
之

解
」
ペ
ー
ジ
の
書
き
こ
み
の
試
読
を
踏
ま
え
て
、
一
部
分
を
削
除
し
た
り
、

一
部
分
を
変
更
し
た
り
し
て
、
以
下
の
表
２
を
作
成
し
た
。

表２

略語之解

目録（mocourocou ） 處（ tocoro ） =所 又（mata ）^ ^

鐱 =（ ken ）釼 從 =従（ chitago ） 上（ chenjo ）

盡 =（ ts’cousou ）尽 令（ rei ） 留 =（ Todomarou ）畄^

殘（ nocorou ） =残 發 =発（Tobassou ） 覺 =覚（ omoyeurou^

禮 =礼（ so ） 學（ gacou ） =斈 samasou ）^

事 =亊（ coto ） 返 =込（ cayesou ） 應（wo） =応

顯 =顕（ arawasou ） 疊 =� （ tatamou ） 援 =授（ saggoukerou ）

禮 =礼（ rei ） 惡 =悪（ nicoumou ） 雅 =（ ga ）/（ tadachi ）

澤 =沢（ tacou ） 應 =応（ atarou ） 寫 =写（ cacou ）

歸 =帰（ cayeri ） 經 =経（ kei ） 實 =実（micoto ）^

像 =侭（ zo ） 盡 =尽（Tsoucousou ） 命 =命（mei ）^ ^

勞 =�（ ro ） 慕 =忝（ bo・nego ） 鏽 =錆（ sabi ）

惡 =悪（ acgo ）（ achii ） 嶮 =険（ kewachiki ） 續 =続（ tsouzzoucou ）

鹽 =塩（ chiwo ） 滿 =満（ Ban-mitsourou 瘤 =�（ cobou ）^ ^

譯 =訳（ cotobatsoutayerou） 勞 =（ ro ）� 據=拠（ chokio ）
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以
上
の
試
読
に
よ
る
と
、
主
に
漢
字
の
異
体
字
・
正
字
と
の
対
応
関
係
を

解
釈
す
る
た
め
の
書
き
込
み
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
不
統
一
で

あ
っ
た
漢
字
の
字
体
整
理
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
改
め
て
『
仏
英
和
辞
典
』
序
文
に
立
ち
戻
る
と
、
下
記
「
仏
英

和
辞
典
（
日
本
語
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
字
〔
ロ
ー
マ
字
〕）
の
書
き
替
え
と
、

中
国
―
―
日
本
文
字
〔
漢
字
〕
で
」
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ

ば
、
こ
の
書
き
込
み
の
主
は
『
仏
英
和
辞
典
』
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
筆
者
が
『
仏
英
和
辞
典
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
異
体
字
の

ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
訳
語
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
編
纂
者
カ
シ
ョ
ン

に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
協
力
者
パ
ジ
ェ
ス
に
よ
る
も
の
か
、
今
の
段
階

で
は
確
定
で
き
な
い
。
カ
シ
ョ
ン
が
辞
書
編
集
を
し
た
原
稿
と
、
パ
ジ
ェ
ス

が
校
正
し
た
原
本
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
や
出
版
者
の
資
料
室
の
ど
こ
か
に

は
ま
だ
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
さ
ら
に
、

幕
末
に
お
け
る
日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
と
の
関
係
に
関
わ
る
珍
重
な
語
学
資

料
の
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
表
２
と
両
辞
書
の
ロ
ー
マ
字
表
記
法
に
基
づ
い
て
、
表
３
を
作
成

し
た
。
浅
学
で
あ
る
筆
者
ゆ
え
、
読
み
取
れ
な
い
漢
字
の
ロ
ー
マ
字
表
記
も

あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
遺
憾
な
が
ら
今
回
の
調
査
範
囲
か
ら
除
外
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

表３

カション
仏英和辞典

re i

tatamou

cotoba
ttchta
ye/ie rou

ca ye/ie sou

sabi

keva/wa
si ki

si wo

tocoro

gacou

nocorou

ttch cousou

^ ^ ^

cho kio/kio

cobou

me i

^

chitago

micoto

sou
dzou cou

tacou

^

bo/nego

パジェス
日仏辞典

rei

tatamou

cotobat
souta
ye rou

ca ye sou

sabi

keoua/wa
chi/si ki

chi wo

tocoro

gacou

nocorou

ts oucousou

^

cho kio

cobou

mei

^

chitago

micoto

tsou
zzou cou

tacou

^

bo/nego

略語之解

rei

tatamou

cotobat
souta
ye rou

ca ye sou

sabi

kewa
chi ki

chi voo

tocoro

gacou

nocorou

ts’ cousou

^

cho kio

cobou

mei

^

chitago

micoto

tsou
zzou cou

tacou

^

bo/nego

漢
字

令

疊

譯

返

鏽

嶮

鹽

處

學

殘

盡

據

瘤

命

従

實

續

澤

慕
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上
の
表
３
を
見
る
と
、「
疊tatam

ou

、
鏽sabi

、
處tocoro

、
學gacou

「
な
ど
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
三
者
と
も
す
べ
て
一
致
す
る
。こ
れ
に
対
し
て
、

^

「
令rei
、嶮kew

a
chiki

、鹽chivoo

、盡T
s’c
ousou

、據ch0
kio

、

命m
ei

、
續tsou

zzou
cou

」
の
ロ
ー
マ
記
表
記
は
パ
ジ
ェ
ス
の
「
日
仏

辞
書
」
の
表
記
と
完
全
に
一
致
す
る
。
立
教
大
学
所
蔵
本
（
す
な
わ
ち
天
理

大
学
所
蔵
本
）
の
「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
者
は
、
パ
ジ
ェ
ス
で
あ
る
こ
と

は
ほ
ぼ
疑
う
余
地
は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、「
譯cotobatsouta

ye
rou

・

Cotobattchta
ye/ie

rou
」
の
よ
う
な
「
エ
」
の
表
記
は
、「ye

」
或
は

「ie

」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
幕
末
時
代
に
お
い
て
は
、

宣
教
師
た
ち
の
日
本
語
ロ
ー
マ
字
表
記
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
言

え
よ
う
。７

ま
と
め

今
回
は
、
立
教
大
学
所
蔵
本
「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
を
出
発
点
と
し

て
、
天
理
大
学
所
蔵
本
と
の
関
係
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
た
ち
の
日

本
語
研
究
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
畧
語
之
解
」
の
書
き
込
み
の
主
は
パ
ジ
ェ

ス
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
史
料
を
加
え
て
推
測
す
る
に
、
次
の
よ

う
な
仮
設
が
立
て
ら
れ
よ
う
。

長
年
か
け
て
日
本
語
辞
書
刊
行
の
準
備
し
て
き
た
宣
教
師
カ
シ
ョ
ン
は
、

一
八
六
二
年
刊
の
本
格
的
な
英
和
辞
書
と
言
わ
れ
る
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞

書
』
を
、
訳
語
の
参
照
と
す
る
た
め
に
江
戸
で
購
入
し
た
。
一
時
帰
国
を
決

め
た
メ
ル
メ
が
一
八
六
三
年
八
月
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
す
る
と
、
ル
セ
イ

ユ
神
父
に
「
私
の
〔
作
成
し
た
〕
複
数
の
辞
書
を
持
っ
て
行
き
ま
す
」
と
伝

え
て
い
る
資
料
か
ら
見
れ
ば
、
自
分
の
執
筆
し
た
著
作
を
出
版
し
た
か
っ
た

が
、
大
切
な
仕
事
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
完
璧
を
期
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。そ

こ
で
、
辞
書
の
日
本
語
部
分
の
出
版
の
校
正
は
パ
ジ
ェ
ス
に
協
力
を
求

め
た
。
一
八
六
三
年
一
一
月
一
〇
日
に
、
メ
ル
メ
は
「《J’ecris[sic]à

M
r

Pagès
je
luicaresse

un
peu

lepoil,car
ilpeut

être
utile

pour
le

dictionnaire.

﹇
日
本
語
訳
﹈
パ
ジ
ェ
ス
が
辞
書
の
た
め
に
役
に
立
つ
か
も

知
れ
な
い
の
で
、
彼
に
お
追
従
を
言
っ
て
手
紙
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
」
と

い
う
言
葉
を
ル
セ
イ
ユ
神
父
に
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
パ
ジ
ェ
ス
は
日

本
語
の
校
正
を
引
き
受
け
、
カ
シ
ョ
ン
か
ら
渡
さ
れ
た
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞

書
』
を
参
考
に
し
て
、『
仏
英
和
辞
典
』
の
出
版
の
校
正
を
行
っ
た
。
遠
藤

智
夫
の
調
査
（
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
る
と
、『
仏
英
和
辞
典
』
に
あ
る
訳
語

は
堀
達
之
助
の
辞
書
か
ら
の
影
響
が
顕
著
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

カ
シ
ョ
ン
は
、
一
八
六
四
年
九
月
一
九
日
ル
セ
イ
ユ
神
父
あ
て
の
書
簡
に
、

「《[

…]Je
reçois

les
épreuves

du
dictionnaire.Bon

D
ieu,pauvre

M
r
Pagès

!!que
de
fautes

!que
de
caractères

m
alcopiés

!que
de

m
ots
m
altranscrits

m
allus.

﹇
日
本
語
訳
﹈
辞
書
の
校
正
刷
り
を
も
ら
い

ま
し
た
。お
や
、可
哀
想
な
パ
ジ
ェ
ス
氏
‼
な
ん
と
間
違
い
が
多
い
の
で
し
ょ

う
！
な
ん
と
写
し
の
悪
い
文
字
〔
漢
字
〕
が
多
い
の
で
し
ょ
う
！
な
ん
と
間

違
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
り
読
ま
れ
た
り
し
た
単
語
が
多
い
の
で
し
ょ
う
！
」

と
パ
ジ
ェ
ス
に
つ
い
て
の
酷
評
す
る
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。
せ
っ
か
く
パ

ジ
ェ
ス
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
日
本
語
の
部
分
の
確
認
・
校
正
を
任
せ
て
い

た
の
に
、
ま
さ
か
自
分
よ
り
多
く
の
間
違
い
を
犯
す
な
ど
と
は
思
わ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

一
八
六
五
年
に
、カ
シ
ョ
ン
は
友
人
栗
本
鋤
雲
の
要
請
を
受
け
て
来
日
し
、

「
横
浜
仏
蘭
西
語
学
伝
習
所
」
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
授
し
た
。
当
時
徳
川
慶

― 25 ―



喜
の
名
代
と
し
て
、
弟
の
徳
川
昭
武
が
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
参
列
す
る
た
め

か
、『
仏
英
和
辞
典
』
の
刊
行
の
た
め
か
、
カ
シ
ョ
ン
は
一
八
六
六
年
に
帰

国
し
た
。『
仏
英
和
辞
典
』（
第
一
巻
）
の
み
刊
行
し
た
後
、
パ
ジ
ェ
ス
の
日

本
語
能
力
に
対
し
て
凄
く
不
信
感
を
持
っ
た
カ
シ
ョ
ン
は
、
辞
書
の
編
纂
修

正
は
一
旦
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
帰
国
し
た
メ
ル
メ
は
、
自
ら
編

集
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
原
稿
の
整
理
と
と
も
に
、
未
刊
行
の
部
分

を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
奔
走
す
る
に
至
っ
た
。
結
局
は
『
仏
英
和
辞
典
』

の
一
部
だ
け
が
刊
行
さ
れ
て
、
残
り
の
部
分
と
『
和
仏
英
辞
典
』
は
世
に
出

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
予
想
さ
れ
る
が
、
経
済
的
に
も

何
か
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
降
、
カ
シ
ョ
ン
が
来
日
し
た
記
録
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
天
理
大
学
所
蔵
本
が
日
本
に
戻
っ
て
き
た
の
こ
と
、
そ
れ

が
立
教
大
学
所
蔵
本
と
出
会
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
両
者
の
間
に
「
略

語
之
解
」
に
お
け
る
書
き
込
み
と
い
う
因
縁
が
結
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
旧
所
蔵
者
神
田
一
誠
堂
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
、
カ
シ
ョ
ン
所
蔵
本
の
経
緯
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
真
相
は
必
ず

し
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
辞
書
に
関
わ
る
歴
史
・
事
件
お
よ
び

人
物
を
調
査
し
、
さ
ら
に
外
交
・
文
化
交
流
の
方
面
か
ら
も
考
察
を
加
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
興
味
深
い
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
立
教
大
学
所
蔵
本
の
中
身
に
は
数
多
く
の
書

き
込
み
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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〇
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